
鳥取県税条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。

平成25年３月29日

鳥取県知事 平 井 伸 治

鳥取県規則第34号

鳥取県税条例施行規則の一部を改正する規則

第１条 鳥取県税条例施行規則（昭和35年鳥取県規則第40号）の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線で示すように改正する。

改 正 後 改 正 前

（徴税吏員） （徴税吏員）

第１条 次に掲げる者は、鳥取県税条例（平成13年鳥 第１条 次に掲げる者は、鳥取県税条例（平成13年鳥

取県条例第10号。以下「条例」という。）第２条第 取県条例第10号。以下「条例」という。）第２条第

１号に規定する徴税吏員を命ぜられたものとする。 １号に規定する徴税吏員を命ぜられたものとする。

(１) 略 (１) 略

(２) 県税事務所に勤務する県の職員（臨時的任用 (２) 総合事務所（鳥取県総合事務所設置条例（平

職員及び非常勤職員を除く。） 成15年鳥取県条例第40号）第１条第１項の規定に

より設置された総合事務所をいう。以下同じ。）

の県税局に勤務する県の職員（臨時的任用職員及

び非常勤職員を除く。）

（納付書等） （納付書等）

第２条の２ 条例第２条第１項第10号から第12号まで 第２条の２ 条例第２条第１項第10号から第12号まで

の規定による納付書等は、次に定める様式によるも の規定による納付書等は、次に定める様式によるも

のとする。 のとする。

(１) 条例第２条第１項第10号の納付書 (１) 条例第２条第１項第10号の納付書

ア 普通徴収に係る場合 第１号様式、第１号様 ア 普通徴収に係る場合 第１号様式、第１号様

式の２その１、第１号様式の３その１、第１号 式の２その１、第１号様式の３その１、第１号

様式の３その２、第１号様式の３その４、第１ 様式の３その２、第１号様式の３その４、第１

号様式の３その５、第１号様式の３その８、第 号様式の３その７、第１号様式の３その８、第

１号様式の３その９、第１号様式の３その10、 １号様式の３その９、第１号様式の３その13、

第１号様式の３その14、第１号様式の４その 第１号様式の４その１、第１号様式の４その２

１、第１号様式の４その２及び第５号様式の２ 及び第５号様式の２その１

その１

イ 略 イ 略

(２)・(３) 略 (２)・(３) 略

（知事が収納事務を委託した者に納付することができ （知事が収納事務を委託した者に納付することができ

る県税に係る徴収金） る県税に係る徴収金）

第２条の３ 条例第６条第１項ただし書に規定する規 第２条の３ 条例第６条第１項ただし書に規定する規

則で定める徴収金は、次の各号に掲げる徴収金と 則で定める徴収金は、次の各号に掲げる徴収金と

し、それぞれ当該各号に定める納付書（領収済通知 し、それぞれ当該各号に定める納付書（領収済通知

書にバーコードが記載されているものに限る。）に 書にバーコードが記載されているものに限る。）に



より納付するものとする。 より納付するものとする。

(１) 略 (１) 略

(２) 不動産取得税 第１号様式の３その５及び第

１号様式の４その２

(３) 略 (２) 略

（納税証明書） （納税証明書）

第３条 県税事務所長（以下「所長」という。）は、 第３条 総合事務所長（鳥取県総合事務所設置条例第

条例第16条第１項の規定による請求書の提出があっ ３条に規定する総合事務所長をいう。以下「所長」

た場合においては、第１号様式の８による納税証明 という。）は、条例第16条第１項の規定による請求

書を交付しなければならない。 書の提出があった場合においては、第１号様式の８

による納税証明書を交付しなければならない。

（現金収納の手続） （現金収納の手続）

第21条 徴税吏員である出納員（以下「出納員」とい 第21条 徴税吏員である出納員（以下「出納員」とい

う。）及び徴税吏員である分任出納員（以下「分任 う。）及び徴税吏員である分任出納員（以下「分任

出納員」という。）は、現金を収納したときは、第 出納員」という。）は、現金を収納したときは、第

19号様式による現金領収証書を納税者又は特別徴収 19号様式による現金領収証書を納税者又は特別徴収

義務者に交付しなければならない。ただし、納税者 義務者に交付しなければならない。ただし、納税者

又は特別徴収義務者が県税事務所に納付書又は納入 又は特別徴収義務者が総合事務所に納付書又は納入

書（以下この条及び第23条において「納付書等」と 書（以下この条及び第23条において「納付書等」と

いう。）を持参し、現金を納付又は納入するとき いう。）を持参し、現金を納付又は納入するとき

は、現金領収証書の交付に代えて出納員が第19号様 は、現金領収証書の交付に代えて出納員が第19号様

式の２による領収印を納付書等に押して収納するこ 式の２による領収印を納付書等に押して収納するこ

とができる。 とができる。

２ 略 ２ 略

第22条 分任出納員が現金を収納したときは、現金領 第22条 分任出納員が現金を収納したときは、現金領

収証書用紙・収納現金引継簿に使用枚数及び現金引 収証書用紙・収納現金引継簿に使用枚数及び現金引

継額を記載し、第19号様式による領収済報告書及び 継額を記載し、第19号様式による領収済報告書及び

現金領収証書用紙を添付して、収納の日又はその翌 現金領収証書用紙を添付して、収納の日又はその翌

日に所属出納員にこれを引き継がなければならな 日所属出納員にこれを引き継がなければならない。

い。ただし、分任出納員は、当該県税事務所が所在 ただし、分任出納員は、当該総合事務所が所在する

する市の区域以外の区域に出張して現金を収納した 市の区域以外の区域に出張して現金を収納したとき

ときは、帰庁の日又はその翌日にこれを所属出納員 は、帰庁の日又はその翌日にこれを所属出納員に引

に引き継がなければならない。 き継がなければならない。

２ 分任出納員（西部県税事務所日野支所（以下「日 ２ 分任出納員（西部総合事務所（鳥取県総合事務所

野支所」という。）の分任出納員を除く。）は、当 設置条例第２条第１項に規定する鳥取県西部総合事

該県税事務所が所在する市の区域以外の区域におい 務所をいう。以下同じ。）の県税局日野支所（以下

て収納した現金を第19号様式の４による払込書によ 「日野支所」という。）の分任出納員を除く。）

り近くの指定金融機関に払い込むことができる。こ は、当該総合事務所が所在する市の区域以外の区域

の場合において、前項の規定中「現金引継額」とあ において収納した現金を第19号様式の４による払込

るのは「第19号様式の４による領収証書に記載され 書により近くの指定金融機関に払い込むことができ

た金額」と読み替えるものとする。 る。この場合において、前項の規定中「現金引継

額」とあるのは「第19号様式の４による領収証書に



記載された金額」と読み替えるものとする。

３ 略 ３ 略

（日野支所の分任出納員の現金収納の手続の特例） （日野支所の分任出納員の現金収納の手続の特例）

第23条 略 第23条 略

２ 略 ２ 略

３ 日野支所の分任出納員は、前項の規定により指定 ３ 日野支所の分任出納員は、前項の規定により指定

金融機関に現金の払込みをしたときは、その都度第 金融機関に現金の払込みをしたときは、その都度第

22号様式による領収済報告書を西部県税事務所の出 22号様式による領収済報告書を西部総合事務所の出

納員に提出しなければならない。 納員に提出しなければならない。

４ 前項の規定により西部県税事務所の出納員が領収 ４ 前項の規定により西部総合事務所の出納員が領収

済報告書を受理したときは、前条第１項の規定によ 済報告書を受理したときは、前条第１項の規定によ

る引継ぎがあったものとみなす。 る引継ぎがあったものとみなす。

（自動車取得税の課税免除の手続） （自動車取得税の課税免除の手続）

第46条 条例第134条の６第３号及び第４号の規定に 第46条 条例第134条の６第３号及び第４号の規定に

より自動車取得税の課税免除を受けようとする者 より自動車取得税の課税免除を受けようとする者

は、条例第134条の14第１項に規定する申告書の提 は、条例第134条の14第１項に規定する申告書の提

出期限（東部県税事務所長が特に認める場合にあっ 出期限（東部総合事務所長が特に認める場合にあっ

ては、当該申告書を提出した日から１月を経過する ては、当該申告書を提出した日から１月を経過する

日。以下この節において「申請期限」という。）ま 日。以下この節において「申請期限」という。）ま

でに、申請書及び課税免除を受けようとする事由を でに、申請書及び課税免除を受けようとする事由を

記載した書類（以下この節において「課税免除申請 記載した書類（以下この節において「課税免除申請

書等」という。）を東部県税事務所長に提出しなけ 書等」という。）を東部総合事務所長に提出しなけ

ればならない。ただし、災害その他の真にやむを得 ればならない。ただし、災害その他の真にやむを得

ない事由がある場合に限り、申請期限の経過後に、 ない事由がある場合に限り、申請期限の経過後に、

遅延理由書を添えて課税免除申請書等を提出するこ 遅延理由書を添えて課税免除申請書等を提出するこ

とができる。 とができる。

２ 略 ２ 略

（自動車取得税の課税免除の承認） （自動車取得税の課税免除の承認）

第46条の２ 東部県税事務所長は、前条第１項の課税 第46条の２ 東部総合事務所長は、前条第１項の課税

免除申請書等を受理したときは、速やかにその適否 免除申請書等を受理したときは、速やかにその適否

を調査の上、承認又は不承認の決定をし、遅滞な を調査の上、承認又は不承認の決定をし、遅滞な

く、申請者に第62号様式の６による通知書により通 く、申請者に第62号様式の６による通知書により通

知しなければならない。 知しなければならない。

（自動車取得税の課税免除の取消し） （自動車取得税の課税免除の取消し）

第46条の３ 東部県税事務所長は、自動車取得税の課 第46条の３ 東部総合事務所長は、自動車取得税の課

税免除の承認をした自動車のうち、虚偽の申請によ 税免除の承認をした自動車のうち、虚偽の申請によ

り当該承認を受けたものについては、直ちに当該承 り当該承認を受けたものについては、直ちに当該承

認を取り消し、納税義務者に第62号様式の７による 認を取り消し、納税義務者に第62号様式の７による

通知書により通知しなければならない。 通知書により通知しなければならない。

２ 東部県税事務所長は、前項の規定により課税免除 ２ 東部総合事務所長は、前項の規定により課税免除

の承認を取り消したときは、課税免除をしていた税 の承認を取り消したときは、課税免除をしていた税



額の全額を賦課徴収する。 額の全額を賦課徴収する。

（自動車取得税の減免の手続） （自動車取得税の減免の手続）

第46条の11 条例第134条の７の規定により自動車取 第46条の11 条例第134条の７の規定により自動車取

得税の減免を受けようとする者は、申請期限まで 得税の減免を受けようとする者は、申請期限まで

に、申請書及び減免を受けようとする事由を記載し に、申請書及び減免を受けようとする事由を記載し

た書類（以下この節において「減免申請書等」とい た書類（以下この節において「減免申請書等」とい

う。）を東部県税事務所長に提出しなければならな う。）を東部総合事務所長に提出しなければならな

い。ただし、災害その他の真にやむを得ない事由が い。ただし、災害その他の真にやむを得ない事由が

ある場合に限り、申請期限の経過後に、遅延理由書 ある場合に限り、申請期限の経過後に、遅延理由書

を添えて減免申請書等を提出することができる。 を添えて減免申請書等を提出することができる。

２ 略 ２ 略

（自動車取得税の減免の承認） （自動車取得税の減免の承認）

第46条の12 東部県税事務所長は、前条第１項の減免 第46条の12 東部総合事務所長は、前条第１項の減免

申請書等を受理したときは、速やかにその適否を調 申請書等を受理したときは、速やかにその適否を調

査の上、承認又は不承認の決定をし、遅滞なく、申 査の上、承認又は不承認の決定をし、遅滞なく、申

請者に第62号様式の６による通知書により通知しな 請者に第62号様式の６による通知書により通知しな

ければならない。 ければならない。

（自動車取得税の減免の取消し） （自動車取得税の減免の取消し）

第46条の14 東部県税事務所長は、自動車取得税の減 第46条の14 東部総合事務所長は、自動車取得税の減

免の承認をした自動車のうち、虚偽の申請により当 免の承認をした自動車のうち、虚偽の申請により当

該承認を受けたものについては、直ちに当該承認を 該承認を受けたものについては、直ちに当該承認を

取り消し、納税義務者に第62号様式の７による通知 取り消し、納税義務者に第62号様式の７による通知

書により通知しなければならない。 書により通知しなければならない。

２ 東部県税事務所長は、前項の規定により減免の承 ２ 東部総合事務所長は、前項の規定により減免の承

認を取り消したときは、減免していた税額の全額を 認を取り消したときは、減免していた税額の全額を

賦課徴収する。 賦課徴収する。

（自動車税の課税免除の手続） （自動車税の課税免除の手続）

第50条の10 条例第137条第４号から第11号までの規 第50条の10 条例第137条第４号から第11号までの規

定により自動車税の課税免除を受けようとする者 定により自動車税の課税免除を受けようとする者

は、次の表に定めるところにより、申請書及び課税 は、次の表に定めるところにより、申請書及び課税

免除を受けようとする事由を記載した書類（以下こ 免除を受けようとする事由を記載した書類（以下こ

の節において「課税免除申請書等」という。）を提 の節において「課税免除申請書等」という。）を提

出しなければならない。ただし、災害その他の真に 出しなければならない。ただし、災害その他の真に

やむを得ない事由により、同表に定める提出期限経 やむを得ない事由により、同表に定める提出期限経

過後に、遅延理由書を添付した課税免除申請書等を 過後に、遅延理由書を添付した課税免除申請書等を

提出したときは、同表に定める提出期限内に提出し 提出したときは、同表に定める提出期限内に提出し

たものとみなす。 たものとみなす。

課税免除申請書等の提 課税免除申請書等の提
区分 提出先 区分 提出先

出期限 出期限

略 略

(２) 普通徴収 条例第144条の規定によ 東部県税 (２) 普通徴収 条例第144条の規定によ 東部総合



に係るもの以 る申告書を提出すると 事務所長 に係るもの以 る申告書を提出すると 事務所長

外のもの（次 き（東部県税事務所長 外のもの（次 き（東部総合事務所長

項において が特に認める場合にあ 項において が特に認める場合にあ

「登録時申請 っては、当該申告書を 「登録時申請 っては、当該申告書を

分 」 と い 提出した日から１月を 分 」 と い 提出した日から１月を

う。） 経過するとき） う。） 経過するとき）

２ 略 ２ 略

（自動車税の減免の手続） （自動車税の減免の手続）

第50条の16 条例第137条の２の規定により自動車税 第50条の16 条例第137条の２の規定により自動車税

の減免を受けようとする者は、次の表に定めるとこ の減免を受けようとする者は、次の表に定めるとこ

ろにより、申請書及び減免を受けようとする事由を ろにより、申請書及び減免を受けようとする事由を

記載した書類（以下この節において「減免申請書 記載した書類（以下この節において「減免申請書

等」という。）を提出しなければならない。ただ 等」という。）を提出しなければならない。ただ

し、災害その他の真にやむを得ない事由により、同 し、災害その他の真にやむを得ない事由により、同

表に定める提出期限経過後に、遅延理由書を添付し 表に定める提出期限経過後に、遅延理由書を添付し

た減免申請書等を提出したときは、同表に定める提 た減免申請書等を提出したときは、同表に定める提

出期限内に提出したものとみなす。 出期限内に提出したものとみなす。

減免申請書等の提出期 減免申請書等の提出期
区分 提出先 区分 提出先

限 限

略 略

(２) 普通徴収 条例第144条の規定によ 東部県税 (２) 普通徴収 条例第144条の規定によ 東部総合

に係るもの以 る申告書を提出すると 事務所長 に係るもの以 る申告書を提出すると 事務所長

外のもの き（東部県税事務所長 外のもの き（東部総合事務所長

が特に認める場合にあ が特に認める場合にあ

っては、当該申告書を っては、当該申告書を

提出した日から１月を 提出した日から１月を

経過するとき） 経過するとき）

２ 略 ２ 略

（自動車税の一括納付） （自動車税の一括納付）

第50条の20 略 第50条の20 略

２ 前項の規定により自動車税を一括して納付しよう ２ 前項の規定により自動車税を一括して納付しよう

とする者は、知事が別に定めるところにより、所有 とする者は、知事が別に定めるところにより、所有

する自動車の主たる定置場を所管する所長に申請し する自動車の主たる定置場を所管する総合事務所長

なければならない。 に申請しなければならない。

様式目次 様式目次

(１) 通則関係 (１) 通則関係

第１号様式・第１号様式の２ 略 第１号様式・第１号様式の２ 略

第１号様式の３その１～その４ 略 第１号様式の３その１～その４ 略

その５ 納税通知書・納付書（不動産

取得税（コンビニエンススト

ア対応））

その６ 略 その５ 略



その７ 略 その６ 略

その８ 略 その７ 略

その９ 略 その８ 略

その10 略 その９ 略

その11 略 その10 略

その12 略 その11 略

その13 略 その12 略

その14 略 その13 略

その15 略 その14 略

第１号様式の４その１ 略 第１号様式の４その１ 略

その２ 督促状・納付書（個人事業 その２ 督促状・納付書（個人事業税

税、不動産取得税（コンビニ （コンビニエンスストア対

エンスストア対応）） 応））

その３・その４ 略 その３・その４ 略

第１号様式の５～第１号様式の８ 略 第１号様式の５～第１号様式の８ 略

第１号様式の９その１ 略 第１号様式の９その１ 略

その２ 徴税吏員証（県税事務所用） その２ 徴税吏員証（総合事務所用）

第１号様式の10 略 第１号様式の10 略

(２)～(13) 略 (２)～(13) 略

第５号様式の２その３（第５条の２関係） 第５号様式の２その３（第５条の２関係）

不動産取得税 税額等変更通知書 不動産取得税 税額等変更通知書

住所 住所

氏名 氏名

さきに納税通知書で通知した税額等を次のとおり さきに納税通知書で通知した税額等を次のとおり

変更しました。 変更しました。

略 略

通 知 済 の 変 更 後 の 通 知 済 の 変 更 し た
区 分 差引増減額 区 分 差引増減額

税 額 等 税 額 等 税 額 等 税 額 等

略 略

お知らせ お知らせ

１ 賦課に不服がある場合について １ 賦課に不服がある場合について

この県税の賦課について不服がある場合 この県税の賦課について不服がある場合

は、この通知書を受け取った日の翌日から起 は、この通知書を受け取った日の翌日から起

算して60日以内に行政不服審査法第４条の規 算して60日以内に行政不服審査法第４条の規

定により、知事に審査請求をすることができ 定により、知事に審査請求をすることができ

ます。審査請求書は、なるべく県税事務所長 ます。審査請求書は、なるべく総合事務所長

を経由して提出してください。 を経由して提出してください。

また、この県税の賦課処分の取消しの訴え また、この県税の賦課処分の取消しの訴え

は、この処分についての審査請求に対する裁 は、この処分についての審査請求に対する裁

決の送達を受けた日の翌日から起算して６か 決の送達を受けた日の翌日から起算して６か

月以内に、鳥取県を被告として（訴訟におい 月以内に、鳥取県を被告として（訴訟におい

て鳥取県を代表する者は知事となりま て鳥取県を代表する者は知事となりま

す。）、提起することができます。なお、処 す。）、提起することができます。なお、処

分の取消しの訴えは、この処分についての審 分の取消しの訴えは、この処分についての審



査請求に対する裁決を経た後でなければ提起 査請求に対する裁決を経た後でなければ提起

することはできませんが、次の①から③まで することはできませんが、次の①から③まで

のいずれかに該当するときは、審査請求に対 のいずれかに該当するときは、審査請求に対

する裁決を経ないで処分の取消しの訴えを提 する裁決を経ないで処分の取消しの訴えを提

起することができます。 起することができます。

① 審査請求があった日から３か月を経過し ① 審査請求があった日から３か月を経過し

ても裁決がないとき。 ても裁決がないとき。

② 処分、処分の執行又は手続の続行により ② 処分、処分の執行又は手続の続行により

生ずる著しい損害を避けるため緊急の必要 生ずる著しい損害を避けるため緊急の必要

があるとき。 があるとき。

③ その他裁決を経ないことにつき正当な理 ③ その他裁決を経ないことにつき正当な理

由があるとき。 由があるとき。

２ 未納額がある場合について ２ 未納額がある場合について

税額変更後に未納税額がある場合は同封の 税額変更後に未納税額がある場合は同封の

納付書で納めてください。なお、未納税額が 納付書で納めてください。なお、未納税額が

ない場合は、納付書は同封しておりません。 ない場合は、納付書は同封しておりません。

３ 通知済の税額を既に納付している場合につ

いて

この税額変更により、既に納付された金額

が変更後の税額より過大となる場合には、差

額を還付します。後日、過誤納金還付（充

当）通知書をお送りしますので、指定された

方法で還付金をお受け取りください。

年 月 日 年 月 日

鳥取県 県税事務所長 印 鳥取県 総合事務所長 印

第62号様式の９（第46条の11、第50条の16関係） 第62号様式の９（第46条の11、第50条の16関係）

生計同一 生計同一
自動車税等に係る 証明書交付願 自動車税等に係る 証明書交付願

常時介護 常時介護

年 月 日 年 月 日

福祉事務所等の長 様 職 氏 名 様

（申請者）住所 （申請者）住所

氏名 印 氏名 印

下記１の自動車等は、専ら下記２の身体障害者等 下記１の自動車等は、専ら下記２の身体障害者等

身体障害者等と生計を一にする 身体障害者等と生計を一にする
のために当該 下 のために当該 下

身体障害者等を常時介護する 身体障害者等を常時介護する

記３の者が運転するものであること（及び身体障害 記３の者が運転するものであることを証明してくだ

者等と生計を一にする下記４の者が所有（使用）す さい。

るものであること）を証明してください。

記 記

略 略

７ 添付書類 ①身体障害者手帳等の写し ② ７ 添付書類 ①住民票 ②身体障害者手帳等

※④～⑥は 自動車検査証の写し ③使用目 ※⑤～⑦は の写し ③自動車検査証の写し

常時介護 的を証明する書類の写し ④自 常時介護 ④使用目的を証明する書類の

者が運転 動車等運行計画書 ⑤誓約書 者が運転 写し ⑤自動車等運行計画書



する場合 ⑥有償介護の場合の契約書 ⑦ する場合 ⑥誓約書 ⑦有償介護の場合の

のみ添付 その他（ ） のみ添付 契約書 ⑧その他（ ）

上記のとおり相違ないことを証明する。 上記のとおり相違ないことを証明する。

年 月 日 年 月 日

福祉事務所等の長 氏 名 印 福祉事務所等の長 氏 名 印

第２条 鳥取県税条例施行規則の一部を次のように改正する。

第１号様式の３その14中「加入者」を「加入者名」に、「総合事務所長」を「県税事務所長」に改め、同様

式を第１号様式の３その15とし、第１号様式の３その13中「加入者」を「加入者名」に、「総合事務所長」を

「県税事務所長」に改め、同様式を第１号様式の３その14とし、第１号様式の３その12中「総合事務所長」を

「県税事務所長」に、「各総合事務所県税局」を「各県税事務所」に改め、同様式を第１号様式の３その13と

し、第１号様式の３その11中「総合事務所長」を「県税事務所長」に改め、同様式を第１号様式の３その12と

し、第１号様式の３その10中「総合事務所長」を「県税事務所長」に改め、同様式を第１号様式の３その11と

し、第１号様式の３その９中「加入者」を「加入者名」に、「総合事務所長」を「県税事務所長」に、「総合

事務所県税局」を「県税事務所」に改め、同様式を第１号様式の３その10とし、第１号様式の３その８中「加

入者」を「加入者名」に、「総合事務所長」を「県税事務所長」に、「総合事務所県税局」を「県税事務所」

に改め、同様式を第１号様式の３その９とし、第１号様式の３その７中「加入者」を「加入者名」に、「総合

事務所長」を「県税事務所長」に改め、同様式を第１号様式の３その８とし、第１号様式の３その６中「加入

者」を「加入者名」に、「総合事務所長」を「県税事務所長」に改め、同様式を第１号様式の３その７とし、

第１号様式の３その５中「総合事務所長」を「県税事務所長」に改め、同様式を第１号様式の３その６とし、

第１号様式の３その４の次に次の１様式を加える。
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(裏
面
) 

１
 
課
税
の
根
拠
 

 
 
こ
の
県
税
は
、
地
方
税
法
第

7
3条

の
２
及
び
鳥
取
県
税
条
例
第

76
条
の
規
定

に
よ
り
賦
課
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

２
 
延
滞
金
等
 

納
期
限
ま
で
に
税
金
を
完
納
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
翌
日
か
ら
税
金
完
納
の

日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
、
税
額
（
1,
00
0円

未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
又
は
そ
の

全
額
が
2,
00
0円

未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全
額
を
切
り

捨
て
る
。
）
に
対
し
、
年
14
.6
パ
ー
セ
ン
ト
（
当
該
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
月
を

経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
年
7.
3パ

ー
セ
ン
ト
（
当
該
期
間
の
属

す
る
各
年
の
前
年
の

11
月
30
日
を
経
過
す
る
時
に
お
け
る
日
本
銀
行
法
（
平
成

９
年
法
律
第

89
号
）
第
1
5条

第
１
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
商
業

手
形
の
基
準
割
引
率
に
年
４
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
を
加
算
し
た
割
合
（
以
下
「
特

例
基
準
割
合
」
と
い
う
。
）
が
年
7.
3パ

ー
セ
ン
ト
の
割
合
に
満
た
な
い
場
合
は
、

当
該
特
例
基
準
割
合
））

の
割
合
で
計
算
し
た
額
で
徴
収
し
ま
す
。
 

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
税
金
を
完
納
し
な
い
た
め
督
促
を
受
け
、
か
つ
、
そ

の
督
促
状
を
発
付
し
た
日
か
ら
起
算
し
て

10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
、
こ
の

税
金
に
係
る
徴
収
金
を
完
納
し
な
い
場
合
に
は
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
 

３
 
賦
課
に
不
服
が
あ
る
場
合

 

納
税
者
は
、
こ
の
県
税
の
賦
課
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
納
税

通
知
書
を
受
け
取
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

6
0日

以
内
に
行
政
不
服
審
査

法
第
４
条
の
規
定
に
よ
り
、
知
事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
審

査
請
求
書
は
、
な
る
べ
く
県
税
事
務
所
長
を
経
由
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
こ
の
県
税
の
賦
課
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
こ
の
処
分
に
つ
い
て

の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か

月
以
内
に
、
鳥
取
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
鳥
取
県
を
代
表
す
る
者

は
知
事
と
な
り
ま
す
。
）、

提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
処
分
の
取
消

し
の
訴
え
は
、
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
経
た
後
で

な
け
れ
ば
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
次
の
①
か
ら
③
ま
で
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
経
な
い
で
処
分
の
取
消

し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

 
①
 
審
査
請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら
３
か
月
を
経
過
し
て
も
裁
決
が
な
い
と
き
。
 

 
②
 
処
分
、
処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
に
よ
り
生
ず
る
著
し
い
損
害
を
避

け
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
。
 

 
③
 
そ
の
他
裁
決
を
経
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
。
 

 
 

 
 

 



第１号様式の４その２中「加入者」を「加入者名」に、「 個人事業税 」を「 」に、「総合事

務所長」を「県税事務所長」に改める。

第11号様式の４中「総合事務所」を「県税事務所」に、「ふりがな」を「フリガナ」に、

「 「 ※

１ ０ の を １ ０ に改める。

」 」

第19号様式の２を次のように改める。

備考 直径2.5センチメートル

第21号様式を次のように改める。

備考 直径2.5センチメートル

次の表の様式の欄に掲げる様式中同表の改正前の欄に掲げる字句をそれぞれ同表の改正後の欄に掲げる字句

に改める。

様式 改 正 前 改 正 後

第１号様式、第１号様式の２その１及びその２、第１号様式の３その 加入者 加入者名

１からその４まで、第１号様式の４その１、第５号様式の２その１、 総合事務所長 県税事務所長

その２及びその５、第50号様式並びに第61号様式

第１号様式の２その３ 加入者 加入者名

第１号様式の４その３及びその４、第１号様式の８、第１号様式の９ 総合事務所長 県税事務所長

その２、第３号様式から第５号様式まで、第５号様式の２その４、第

６号様式から第８号様式まで、第10号様式から第11号様式の３まで、

第12号様式から第17号様式の２まで、第24号様式から第25号様式の２

まで、第26号様式、第26号様式の２、第51号様式、第52号様式、第53

号様式の２、第53号様式の３、第53号様式の６から第58号様式まで、

第62号様式の２、第62号様式の６、第62号様式の７、第64号様式から

第64号様式の３まで、第64号様式の12その１、その３及びその４、第

64号様式の16、第64号様式の17、第65号様式並びに第80号様式

第19号様式、第19号様式の４及び第22号様式 総合事務所 県税事務所

第25号様式の３ 部総合事務所 部県税事務所

第53号様式の４及び第53号様式の５ 部総合事務所長 県税事務所長

第64号様式の12その５ 総合事務所県税局 県税事務所



総合事務所長 県税事務所長

附 則

（施行期日）

１ この規則は、平成25年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この規則の施行の際現に作成されている用紙は、改正後の鳥取県税条例施行規則の規定にかかわらず、当分

の間、所要の調整をした上で使用することができる。




